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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 9/26日～9/28日感染対策委員会研修が行なわれます。各自確認して出席してください。前回の研修で学んだ事を実施してください。

· 合同法人研修の出席をWiZで出席登録を忘れずにしてください。

＜隔離室使用患者様＞

・畑中　成夫様～現在、会話のまとまりのなさが目立ってきています。終日隔離にて経過。歩行の際の不安定さあり、同一の姿勢を保つ事も困難な様子が見られます。ベッドを降りる際も、倒れ込む様にして降りる事があり、転倒等で怪我をしない様に注意を必要としています。昨日の時点で部屋のベット、床灯台を取っています。部屋の環境調整は、状況をみながら、積極的に行なっていきましょう。



依然、退室時には男性スタッフ数名の見守りを必要としていますが、退室出来る時間は増えてきており､異常体験に左右された行動も最近の退室では見られません。その都度、事実を言葉にして表して、退室出来た事は評価し、それと共に何故退室時間を設けているのか？退室が治療にどう繋がっていくのか？等を本人に伝えていきましょう。表面的には穏やかであっても、格子側の介入も気をつけ、ドアからの配膳を心掛け、退室時の危険行動は充分に考えられる為、本人の安全と他患者様の安全を守る為にも退室前と退室中の観察を充分に行ない、数人での対応をしていきましょう。

· 佐々木(深川)尚子様～本日１０時隔離室から退室になっています。本日、看護士3名と話し合い、佐々木（深川）様の口から、「危険なことをしない。人のものを盗らない。お菓子を食べない。」と発言あります。

· これからも、現在行なっている、スタッフは出来ること・出来ないことをはっきりと伝え、治療的なきびしい統一したケアをする。（問題行動があれば、環境調整が必要になる）今後、本人所在を確認。要求の程度は受けない。微妙な変化かが大きくなりうるかもしれないのでスタッフサイドの体制（返事の仕方）強化が必要です。

　　　　　　　　　　　　　
＜新入院・要観察患者様＞

・板橋　政勝様　　(62歳)　　主治医　安ヶ平Dr　　　PSW   柳澤　　担当　村舘Ns

 本日、家族と保健所の方と警察の方とで外来受診されています。はっきりと言葉として、「人に追われている」「自分が悪くないのに」と発言聞かれており、入院診察で「だまされたんだ」と入院に納得されていません。血圧高めの方で、入院時180/110mmHg。他科薬の確認中です。

部屋は、11号室を使用しており私物をお預かりしていますが、渋々納得されています。表情の硬さあり、食事も「食べる気にならないよ」と食事には手をつけずにいます。

本人がどこにいるか所在確認し「入院して休む事が大切な事。心配ごとが減りますよ」等言い続けていき、異常体験活発で不穏な状態の為、興奮する可能性があるので様子観察していきましょう。

＜家族の情報＞

· ３年前ぐらいから「暴力団に見張られている」他人が電話しているのをみて過剰な反応をみせていた。粗暴行為はなかった様子。検診の時、「肺、痛風がある」といわれたそうです。

母は高齢という事もあり、情報がはっきりしない事も多く、更に詳しい本人様の経過については別家族から聴取の必要あり。

夕方に家族再来院予定あり、確認予定である。

＜Dr川端ケースカンファ＞

・矢田　修一様～先週から疾病教室はじめています。取り組みに対して、抵抗はなく、これから理解を深めて丁寧に重点的にやって頂きたい。本日のリハプロでは、カラオケで表情よく参加されていたそうです。

・中村　瞳様～入院から2ヶ月弱が経ち、疾病教室はその日の気分により出来る日と出来ない日がありますが、いったん落ち着いたら御家族と今後どうしていくか話し合いを設けるそうです。リハビリティーションプログラムを中心として，ＳＳＴ等声掛けし参加させるようにしましょう。強制はしない。今後ね基本的生活能力をつけていきたいと考えています。

· 水梨　孝純様～土曜日にCユニットで過ごして頂いていますが、スタッフマンツーマンで対　

　　　　　　応し観察しています。昼食は、一時間位かけてゆっくりと全量摂取される事できています。今後、Cユニットに移動予定です。

・砂葉　良子様～スタッフに対しての話しかけありますが、自ら切り上げる事できています。薬は変えずこのまま一週間様子観察していきましょう。

・清川　厚子様～身体症状の訴えはなくなっています。　青山荘の入所を考えていますが現在検討中です。

· 田中　秀昌様～入院されて４ヶ月経過。最近は声がけにて食事、洗面、歯磨き、入浴できて

います。又短い会話しています。ＯＴやプログラムに行かれ、面会時家族に「楽しかった」と報告されています。よくなってきているのでね続けて様子観察していきましょう。

・阿部　チヨ様～褥瘡は洗浄して様子観察しています。最近は、マーゲンチューブを抜く事は無くなってきています。本人の苦痛を和らげて、身体的より、心理の苦痛を和らげる芳香で観察していきましょう。
・榊　由造様～昨日、肛門出血されています。本日も、下痢気味で午前中３回軟便みられています。貧血も進んでいる為、身体的より、心理の苦痛を和らげる芳香で観察していきましょう。
・山下　拓也様～おこずかい管理を何ヶ月は、計画的にやる事。買い物時、買い過ぎや残高をみながらアドバイスしてあげましょう。













